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【消防団の活動】
災害時は消防本部の指示の下、消防活動を行います。市民の安全安心を守るために活動をしています。
平常時は地域で啓発活動や訓練、地域行事の警備などを行い、地域の防災力向上に努めています。
災害時　…　消火活動、残火処理、残火警戒、水防活動、警戒巡視、行方不明者の捜索　など
平常時　…　消火訓練、実践訓練、操法訓練、地域行事の参加、防火指導、火災予防週間の活動、年末特別警戒　など

【消防団の主な行事】
▷消防出初式
▷各種訓練（操法訓練、水防訓練　など）
▷警戒活動（年末夜警、火災予防週間　など）
▷地域への防災指導（自主防災組織などへの指導）

【現状の消防団員充足率】
土岐市消防団は503名という定数が定められておりますが、現在の団員数は466名（平成28年12月現在）で定数

を満たしていません。これはもし大規模な災害が発生した場合、市内各地で活動する団員が足りないということです。
大規模な災害発生時には、消防署の職員だけでは十分に対応することができません。いざという時には地域の状況を
細かく把握している消防団員に活躍が期待されるのです。

【入団条件】
満18歳以上で市内在住・在勤・在学の方

消防団員募集中

土岐市消防団　楓　康典　団長
昨年、糸魚川市で近年まれに見る大火災が発生したのは記憶に新しいところですが、

全国各地で発生している災害の映像には、必ず消防団員が活動している姿があります。
今後懸念される南海トラフの巨大地震など、大規模な災害が発生した時の消防団の役
割は非常に大きく、市民の消防団への期待感を強く感じます。その一方で、近年は消
防団員の確保が困難な状況にあります。
消防団活動は災害対応だけではなく、自主防災組織への訓練指導など地元との関わ

りも多く、地域住民から信頼される存在です。また、活動を通じて団員同士の絆が深まったり、多くの友達がで
きるなど、消防団員でしか得ることができない魅力がたくさんあります。皆さん、「自分の町、大切な人は自分
たちで守る」という気持ちで、ぜひ土岐市消防団に入団していただくようお願いします。

土岐津分団　班長　杉山加純さん
仲の良い先輩に誘われ「先輩と
一緒なら楽しそうだな」という軽
い気持ちでの入団でした。実際は、
火災現場以外の活動なども多く、
負担はあります。しかし、丁寧に

教えてくれる仲間のおかげで毎回楽しく活動しています。
消防団はボランティアですが、世代や活動を超えた仲間
とのつながりや、地域に貢献することで達成感や充実感
など得るものも多いです。今後、仲間が増え、より充実
した消防団活動ができたら良いなと思っています。

肥田分団　副班長　小林　奨さん
友人に誘われ入団し、今年
で７年目になりました。休日
の訓練など正直面倒なことも
あるけど、先輩、後輩の輪が
広がりみんなで楽しく活動を

しています。
しかし残念なことに、今消防団員数は減少して

います。広報ときを読んでいる若い皆さん、一緒
に地域の安全安心を守るため、自分の経験値を高
めるためぜひ一緒に出動しましょう！

地域に貢献する充実感いざ出動！

自分の町、大切な人は自分たちで守る

杉山さん（左）

あなたも消防団員となり、一緒に土岐市を守りませんか。 　消防本部（☎�0041）
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